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7 ．会議の概要

１１番

したり転売転貸はいたしません。また、不耕作等、隣地等に迷惑を

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地は、（詳細に説明）です。

なお、譲受人の誓約書が添付されていますので朗読いたします。

この度、私が農地法第３条の規定による許可申請をいたします農地

は、農業経営を拡張するためのものであり、決して他の用途に転用

れます。以上により、農地法第３条第２項の各号に該当していない

ことから、許可要件の全てを満たしていると考えます。

以上で事務局からの説明を終了させていただきます。

受付番号２９１号について調査報告いたします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

から、今回、所有権の売買を行うものです。次に受付番号２９２号

では、譲受人は市内で耕作している市内在住の方です。申請農地は

譲受人の住まいから約２．４キロに位置しております。譲渡人は耕

作が難しいことから、今回、譲受人へ贈与を行うものです。各号と

も申請の事由は、農業経営の拡張で問題ないと思われます。そのほ

か、機械、労働力、技術、耕作状況等についても問題がないと思わ

いたします。事務局からの説明後、担当委員の調査結果報告をお願

いします。

事務局 事務局より説明いたします。

受付番号２９１号では、譲受人は当該農地の耕作者です。申請農地

は譲受人の住まいに隣接しております。譲渡人は耕作が難しいこと

（異議なし）

  それでは指名いたします。

９番 木村俊之委員、１０番 爲ケ井晴一委員のご両人にお願いしま

す。なお、本委員会への欠席通知は、ございません。

ただちに議案審議に入ります。

（議案第１号） 議案第１号　農地法第３条の規定による許可申請についてを議題と

議　長 ただ今から、７月定例農業委員会を開会いたします。

出席委員は、１０名で定足数に達しており総会は成立しております。

それでは日程に従いまして、羽生市農業委員会会議規則第１２条第

２項に規定する議事録署名委員を議長より指名選任いたしたいと思

いますが、ご異議ありませんか。



７番

議　長

（議案第２号）

事務局

場所までの排水管を埋設設置しております。このたびこの農地が売

却予定となり、排水管は引き続き必要なため、排水管埋設部分を分

筆し、自己住宅敷の拡張として申請を行うものです。農地の区分に

ついては、住宅等が連担している区域に近接する農地で、その規模

が概ね１０ヘクタール未満である「第２種農地」と判断しました。

の調査結果報告をお願いします。

事務局より説明いたします。

受付番号２９３、２９４号の農地法に基づく農地転用許可の検討事

項について、ご説明いたします。２９３号は、自己住宅敷の拡張を

するものです。申請農地には、申請人の住まいを建築した際、排水

の委員は、「起立」願います。

（起立全員）　

起立全員でありますので、議案第１号農地法第３条の規定による許

可申請については、許可することに決定いたします。

引き続き、議案第２号農地法第４条の規定による許可申請について

てを議題といたします。それでは、事務局からの説明後、担当委員

以上で、担当委員及び事務局からの報告、説明が終わりました。た

だいまの報告及び説明に対し、ご質疑　ご発言を願います。

（発言なし）

特に発言もないようですので、裁決に移ります。

ただいま議題となっている議案第１号　農地法第３条の規定による

許可申請については、担当委員の報告のとおり許可することに賛成

は、農業経営を拡張するためのものであり、決して他の用途に転用

したり転売転貸はいたしません。また、不耕作等、隣地等に迷惑を

かけないことを誓約いたします。なお、今回の申請にあたりこれを

履行しない場合は、許可を取り消されても何等異存はありません。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地は、（詳細に説明）です。

なお、譲受人の誓約書が添付されていますので朗読いたします。

この度、私が農地法第３条の規定による許可申請をいたします農地

かけないことを誓約いたします。なお、今回の申請にあたりこれを

履行しない場合は、許可を取り消されても何等異存はありません。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

受付番号２９２号について調査報告いたします。



８番

１１番

いる建物は、昭和４１年に新築した建物を昭和４８年、５２年、平

成３年に手を加えて住んでいます。近年建物の老朽化によりいろい

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地は、（詳細に説明）です。

なお、申請人による理由書が添付されていますので朗読いたします。

建築敷地は平成２３年に相続により取得した土地です。現在住んで

果、農地ではなくなってしまったため、農地転用許可を取得しなけ

ればならないと知り大変ご迷惑をおかけしました。今後このような

ことはない様、十分注意していきますので、どうかご理解いただけ

ますようよろしくお願いいたします。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

受付番号２９４号について調査報告いたします。

とは深く反省しています。また、私は住まいを建築した際、排水場

所がなく申請地に排水管を設置し、耕作を続けて参りましたが、こ

のたび、申請地隣接の土地を売却予定となりましたが、今現在も排

水場所がなく、排水管埋設部分だけは売却することはできないため、

土地分筆登記をして私の所有地として残す決意をしました。その結

申請地は、（詳細に説明）です。

なお、申請人による理由書が添付されていますので朗読いたします。

今般、申請地につき農地法第４条１項の規定による許可申請を致し

ます。まず初めに許可が必要だと知らなかったとは言え車の出入り

ができないため申請地の一部を出入り口として利用してしまったこ

ついても、問題ないと考えます。

以上で事務局からの説明を終了させていただきます。

受付番号２９３号について調査報告いたします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

宅の建替えを計画し、改めて自分の土地を調査したところ、申請農

地を昭和４５年以前より宅地として使用していたことが判明し、現

況に合わせるため、農家住宅敷の拡張として追認の申請を行うもの

です。農地の区分については、「第２種農地」と判断しました。各

号とも農地の区分及び転用目的に問題はないと考えます。そのほか、

資力及び信用や申請に係る用途に遅滞なく供することの確実性等に

２９４号は、農家住宅敷の拡張をするものです。今回、敷地内で住



（議案第３号）

事務局

議　長

の事業所と同地区に位置し、事業所間の職員移動が円滑に行えるた

め、今回、福祉施設敷として申請するものです。農地の区分につい

ては、「第２種農地」と判断しました。２９６号は、先月６月定例

福祉施設を設けるものです。譲受人は、平成１９年から特定非営利

活動法人として、市内で障がい福祉サービス事業を展開している法

人です。現在、市内２か所の通所サービス事業所は利用定員数を超

えており、定員数の解消及び新たな利用者を受け入れるため、今後

２か所の事業所のうち賃借物件である１棟を返却し、新たな事業所

建築（平屋バリアフリー）を計画しております。申請農地は、現在

引き続き、議案第３号　農地法第５条の規定による許可申請につい

てを議題といたします。事務局からの説明後、担当委員の調査結果

報告をお願いします。

事務局より説明いたします。

議案第３号　受付番号２９５号から第２９９号の農地法に基づく農

地転用許可の検討事項について、ご説明いたします。２９５号は、

る許可申請については、許可相当の意見を付して、県知事へ送付す

ることに賛成の委員は「挙手」願います。

（挙手全員）　

挙手全員でありますので、議案第２号農地法第４条の規定による許

可申請については、許可相当の意見を付して、県知事へ送付するこ

とに決定いたします。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

以上で、担当委員及び事務局からの報告、説明が終わりました。た

だいまの報告及び説明に対し、ご質疑、ご発言を願います。

（発言なし）

特に発言もないようですので、裁決に移ります。

ただいま議題となっている議案第２号　　農地法第４条の規定によ

納屋がありました。そのときの除却前、除却中の写真を参考にして

ください。また、写真２でわかるように西側は農地ではありません。

なお、現在の物置はこれからも利用しますので今回、農地である以

上、必要な手続きを取得し、是正をしたいと思います。以上のよう

な理由から、今回の農地法第４条許可申請を致しますのでご許可の

程、何卒よろしくお願いいたします。

ろ不便を感じるようになり、農家住宅の建替えを考え土地を調査し

たところ、申請地が農地であることが判明しました。この土地は先

代が所有していたときから農家住宅の敷地として使用していました。

現在は、昭和５３年に建築した物置がありますが、以前は家畜小屋、



施行規則第３３条第４号に規定する「住宅その他申請に係る土地の

周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設

で集落に接続して設置されるもの」に該当し、敷地面積も５００㎡

を超えないものであり、許可相当になるものと思われます。また、

各号とも農地の区分及び転用目的に問題はないと考えます。そのほ

地の区分については、生産力の高い概ね１０ヘクタール以上の集団

農地の区域内にある農地で「第１種農地」と判断しました。なお、

申請農地は、農用地区域（青地）から今年の５月１７日に除外され

ていることを確認しております。第１種農地の転用は、原則として

不許可相当ではありますが、申請事由が住宅敷であるため、農地法

受人は現在市内のアパートで暮らしています。将来を考え、自分達

の住宅の建築を考えていました。譲渡人である娘夫婦の父親に相談

したところ、父親が所有している農地に建てても良いことになりま

した。申請農地は、譲渡人の住宅の直ぐ南側に位置し、隣接して暮

らすことで、今後、お互いに助け合いながら生活でき、安心して暮

らせることから、今回、自己用住宅敷として申請するものです。農

ある営業所は、近年のネット通販とコロナ禍の外出自粛による宅配

利用の増加により、従業員を増員し、取扱量の増大に対応しており

ますが、現在の従業員用駐車場は手狭となり、従業員駐車場を確保

する必要があり、駐車場敷地として申請するものです。農地の区分

については、「第２種農地」と判断しました。２９９号は、自己用

住宅を設けるものです。譲渡人と譲受人は親子となっています。譲

地法の許可を得て是正したく、現況に合わせるため、駐車場敷とし

ての申請を行うものです。農地の区分については、「第２種農地」

と判断しました。なお、申請農地は、農用地区域（青地）から今年

の５月１７日に除外されていることを確認しております。２９８号

は、駐車場を設けるものです。譲受人は、平成１７年から東京都に

本社を構え、宅配便など各種運送業を営んでいる法人です。　　に

いておりますことから、本案件につきましては、事務局の説明をも

ちまして、ご審議のほどよろしくお願いいたします。２９７号は、

駐車場敷を設けるものです。現在家族全員が１台づつ車を所有し、

自宅敷地内では手狭なため、以前より借りていた隣接の駐車場を今

後も使用したいと考え、譲渡人と売買協議が整ったため、改めて土

地を調査したところ、申請地が農地であることが判明し、改めて農

会で承継者の変更申請案件として、ご審議いただき、今回はその承

継者が権利移転を行うため、譲受人として５条申請を提出しており

ます。承継者の変更について、６月２５日に許可相当と決定いただ



２番

１０番

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

受付番号２９８号について調査報告いたします。

められませんが、主治医から例外として、再発する方も稀におられ

るので、健康管理に十分留意するよう指導を受けており、同居して

いる妻子始め嫁いだ子供達及び孫が頻繁に来ており、宅地内に駐車

スペースがないので支障を生じている状況であり、隣地所有者に懇

願したところ、快く了承していただきましたので、申請するもので

あります。何卒実情ご賢察の上、許可賜りたくお願い申し上げます。

申請地は、（詳細に説明）です。

なお、申請人による理由書が添付されていますので朗読いたします。

私はすでに退職し、年金生活をしておりますが、２年前に腫瘍を発

症し、手術を行い療養生活をしております。幸い手術は成功いたし

ましたが、３ケ月ごとに検査を行っており、現在のところ異常は認

フリー設計にする必要があります。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

受付番号２９７号について調査報告いたします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

が１０名となっており、県が定める定員限度人数「定員数×１２５

％」となってしまっております。また当事業所は賃貸物件であるた

め、増築や同敷地に新築もできません。今後新たにご利用者様をお

受けするため、「　　　　　　」を返却すると共に、申請地での新

たな事業所建築を計画しております。建築に当たっては、定員数８

名から２０名にし、車いすご利用者をお受けするため、平屋バリア

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地は、（詳細に説明）です。

なお、申請人による理由書が添付されていますので朗読いたします。

現在利用している通所型事業所２カ所「　　　　　」及び「

　　　」の定員が２０名のところ、実際の利用者が２４名となって

おります。「　　　　　　」に関しては、定員８名のところ利用者

等についても、問題ないと考えます。

以上で事務局からの説明を終了させていただきます。

８番 受付番号２９５号について調査報告いたします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

か、資力及び信用や申請に係る用途に遅滞なく供することの確実性



し上げたところ、従業員駐車場として貸して頂ける運びとなりまし

たことから、今回、上記土地について、従業員用の駐車場として農

地法第５条の農地転用申請を致すものです。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

駐車場では手狭になっておりまして、現在は縦列駐車を行うなどし

ながら何とか通勤車両を止めている状況となっております。特に、

パート職の出勤は、朝・昼・夕以降と３交代制の中、取扱量の多い

時には、通勤者と退社する者が重複する時間帯が生じてしまうこと

もあり、従業員駐車場の確保が喫緊の課題となっておりました。こ

のたび、駐車場用地の拡張について、近隣の土地所有者に相談を申

駐車場を確保致したところです。しかしながら、近年、アマゾンや

楽天等に代表されるネット通販の利用が増えており、さらに昨年か

らは、コロナ過による外出自粛による宅配便の利用も増えておりま

して、さらに配属社員とパート職の増員も検討しておるところであ

ります。これまで従業員の増員もあり、隣接地に借り上げた従業員

臨時に１０名前後のパート職を雇用しながら、同センター内に配置

しておりますクール便車など２トン積み貨物車１３台、軽貨物車３

台の計１６台で、市内各所の個人・法人様に配送を行っております。

羽生南センター開設以来これまで、同センターでの取扱量の増大に

合わせ従業員も増員し、従業員用の駐車場が不足したために、平成

２５年１１月には隣接した土地を従業員用駐車場として借り上げて

す。現在、同センターには、搬入・搬出のための輸送車両が１日当

たり４トン貨物車６台、大型貨物車１０台が出入りしております。

本年４月までの直近１年間の年間取扱量は、同センター着荷物は

７７万５５２０個、配送荷物においては５６万７５１１個、日平均

では到着荷物２１２５個、発送荷物１５５５個となっております。

これらの配送荷物は、社員２７名、パート職３４名で、繁忙期には

なお、申請人による理由書が添付されていますので朗読いたします。

弊社は、宅急便などの各種輸送に関わる事業を日本国内及び海外に

展開しております。社員数１８万３千人、営業所の拠点数は

７３００余りを超えるところであります。羽生市南センターは、主

に羽生市内を営業エリアとし、平成７年１１月に現住所に開設し、

個人・法人のお客様に高品質な小口輸送サービスを提供しておりま

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地は、（詳細に説明）です。



事務局

議　長

（議案第４号）

５番

議　長

７番

可申請については、許可相当の意見を付して、県知事へ送付するこ

とに決定いたします。

続きまして、議案第４号、農業振興地域整備計画の変更についてを

議題といたします。当該整備計画の変更については、農業振興地域

の整備に関する法律により、羽生市長から意見を求められておりま

す。事務局である農政課より説明した後、各担当委員より調査結果

質疑・発言もつきたようですので、これを打ち切り採決に移ります。

ただいま議題となっている議案第３号　　農地法第５条の規定によ

る許可申請について、許可相当の意見を付して、県知事へ送付する

ことに賛成の委員は「挙手」願います。

（挙手全員）　

挙手全員でありますので、議案第３号農地法第５条の規定による許

全体で何㎡の申請となりますか。

住宅の転用面積の上限は、５００㎡で農家住宅の場合には１０００

㎡が上限となります。２９７号については、既存の敷地が

２６６．４８㎡、申請が１７６㎡の併せて４４２．４８㎡となりま

す。

（発言なし）

ません。何卒、よろしくお願いいたします。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

以上で、担当委員及び事務局からの報告、説明が終わりました。た

だいまの報告及び説明に対し、ご質疑、ご発言を願います。

住宅の場合の転用面積の上限は何㎡ですか。２９７号については、

のことを考えるようになりました。現在の住まいでは、２人暮らし

は十分ですが、これからのことを考えると手狭な感じがします。

また、近隣の騒音にも悩まされ、生活に不快感を感じるようになり、

他人を気にしないですむ自分の家を持ちたいと思いました。職場も

近くになるので大変助かります。申請地は、日当たりも良く住宅を

建築するに最適な場所です。なお、私達は土地建物を所有しており

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地は、（詳細に説明）です。

なお、申請人による理由書が添付されていますので朗読いたします。

このたび、申請地に住宅を新築したいので申請致します。私達夫婦

は、アパートの借家に住んでいます。そろそろ、子供が生まれた時

受付番号２９９号について調査報告いたします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）



農政課

７番

か所ありますが、建築するには不向きであり、実家からは距離もあ

とはできないかと考えていた矢先、昨年私の父が脳出血に倒れ回復

の方向に向かいつつありますが、要介護の初期状態にあります。そ

んな状況なため、少しでも父のそばに建築するのが最善と考え、申

請地に建築することを決意致しました。建物がない農用地以外も２

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地について、（詳細に説明）です。

続きまして、除外事由について朗読いたします。

平成２７年１０月に結婚し加須市にアパートを借り生活して参りま

した。長男ということもあり、そろそろ実家の両親を安心させるこ

ており、また、市のまちづくり政策課、及び埼玉県加須農林振興セ

ンターとの事前相談を踏まえて提案しておりますことを申し添えま

す。それでは、慎重なるご審議のほどよろしくお願いいたします。

事案番号１番について調査報告をいたします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

場敷地を拡張するための手続きとなります。以上が農業振興地域か

らの除外の案件になります。今回農用地区域から除外する農用地面

積は、１，７２４㎡です。また、本案につきましては「農業振興地

域制度に関する羽生市運用方針」に規定する除外目的要件を満たし

番の案件につきましては、分家住宅の用地を確保するものでござい

ます。市外でアパート住まいをしている息子夫婦が父の所有する土

地に分家住宅を建てるための手続きになります。事案番号２番は手

子林地区の案件になります。２番の案件につきましては、工場の敷

地拡張でございます。事業拡大に伴い、既存敷地が手狭となり、工

を図るべき地域として設定した「農用地区域」、通称「青地」から、

農業以外の土地利用を図るため、対象となる土地を農用地区域から

除外する手続きになります。審議後、その他関係機関からの問題点

の指摘がなければ、１０月に除外の手続きが終了となる予定です。

農地転用の手続きは１１月以降となる予定です。それでは、順次概

要を申し上げます。事案番号１番は井泉地区の案件になります。１

の報告をいただき、慎重なるご審議の程、よろしくお願いします。

それでは、議案第４号「農業振興地域整備計画の変更について」に

つきまして、ご説明申し上げます。本案は、令和３年４月に受けま

した、農用地区域からの除外の申出２件、につきまして、農業委員

会の意見をいただくため、審議をお願いするものでございます。

「農用地区域からの除外」は、今後長期間にわたって農業上の利用



６番

定地の土地権利者に於いては、土地の売り払いについて、良い返事

が頂けないところでしたが、このたびようやく売り払いについての

内諾を得ることが出来ました。弊社は、この地で創業以来８８年が

含め拡張予定後では、敷地面積は７，７００㎡を超えますし、既設

と新設予定の工場・倉庫の建築面積については３，０００㎡を超え

ることが想定されます。今後になりますが、敷地拡張による開発行

為の手続き等には、羽生市雨水流出施設の確保や工場立地法に基づ

く緑地も設けなければばなりません。昨年に駐車場用地として、農

振農用地の除外申出を行ったところですが、その時点では、拡張予

おります。他方、弊社では倉庫、工場、検査室、倉庫について業務

効率の向上と施設の老朽化が進んでいることから、ここ数年の内に

おいて建て替えを検討しなければならない状況があります。これら

の問題・課題に対応するには、既存敷地内では、既存建物や納品・

出荷のための荷捌きスペースや運搬用パレット等置場は必要不可欠

であり、敷地拡張をしないと対応ができないところです。申出地も

ては、これまでも業績の伸びに合わせ老朽化した倉庫の建替えや工

場の新設を行ってまいりまして、昨年は老朽化が顕著である木造の

作業所と食堂を取り壊し、倉庫を建て替えたところです。その際、

建築確認の未申請の上屋等があり、是正処置を埼玉県熊谷建築安全

センターのご指導の下で是正を行ってまいりました。しかし、テン

ト倉庫が未対応となっており、羽生市より早期の是正指導を受けて

弊社は、昭和８年に設立し、現在地でこれまでゴム精錬加工業を営

んで参りました。おかげさまを持ちまして、業績も堅調ながら順調

に伸びてきております。特に、昨年より受注業務が拡大し、社員に

は通常時間以外でも業務に就いて頂いておりますことから、近々に

は、社員の募集も行う予定としております。工場・倉庫に於きまし

事案番号２番について調査報告をいたします。

まず、議案書を朗読いたします。（議案書朗読）

過日、本案件について、申請人に確認いたしましたところ、添付書

類等の申請内容に間違いないことをご報告いたします。

申請地について、（詳細に説明）です。

続きまして、除外事由について朗読いたします。

り、申請地に建築することで両親も安心できると告げられ、これか

らも助け合いながら、また実家の手伝いをより積極的にしていきた

いと思います。どうか諸事情を考慮いただき、ご許可くださいます

ようよろしくお願いいたします。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。



議　長

ないと考え、現行の面積で意欲ある新規参入者の障害にもならない

という考えでおります。また、現行の下限面積以下にすることで農

地の流動化が激しくなり、安易な気持ちで農地を取得するものが増

え、更なる遊休農地の増加または優良農地の減少が起こりやすくな

ることや、小規模農家を増加させ、担い手の利用集積等に支障きた

すとともに、農地の細分化を招くおそれがあるため、現行の面積以

の設定または修正の必要性について審議することとなっております。

 農地法施行規則第１７条第２項には「農業委員会が定めようとす

る別段の面積の単位はアールとし、その面積は１０アール以上であ

ること。」という規定があります。羽生市の下限面積設定状況につ

きましては、現在５０アールに設定されております。安定した農業

経営を継続していくという考え方からも現在の基準面積以上は必要

平成２１年１２月施行の改正農地法により、農業委員会が農林水産

省令で定める基準に従い、市町村の区域内の全部または一部につい

てこれらの面積の範囲内で下限の面積を定め、農林水産省令で定め

るところにより、これを公示したときは、その面積を下限面積とし

て設定できるということです。また「農業委員会の適正な事務実施

について」により、農業委員会は毎年この下限面積（別段の面積）

（挙手全員）　

挙手全員でありますので、議案第４号については、同意することに

決定いたします。

続きまして、追加議案第１号　下限の面積の設定についてを議題と

いたします。事務局の説明をお願いします。

事務局 下限の面積の設定について、ご説明いたします。

（追加議案第１号）

だいまの報告及び説明に対し、ご質疑、ご発言を願います。

（発言なし）

特に発言もないようですので、裁決に移ります。

ただいま議題となっている議案第４号農業振興地域整備計画の変更

については、同意することに賛成の委員は「挙手」願います。

今後の会社の成長のためにも必要なところであります。以上のこと

から、今回農振農用地の除外申出を行うものですのでこれらの諸般

の事情のご理解を賜りたいと存じます。よろしくお願い申し上げま

す。

以上でありますので、ご審議のほど宜しくお願いします。

以上で、担当委員及び事務局からの報告、説明が終わりました。た

経過し、２年後には９０周年を迎えるところであります。近年の会

社経営では、コンプライアンスが様々な面で求められておりますし、



 

議　長

事務局

でございますが、こちらは、申請人から取下願いが提出され、先月

の議案第２号　受付番号２２７号で、書類不備により審議を保留に

しているものでした。

報告事項２　農地法第４条第１項第９号の規定による届出書の確認

についてでございますが、これは耕作を行う者が、農業用施設用地

として農地を使用する場合、面積　２アール未満までについては、

農業委員会へ届出を行うこととなっているものです。届出になりま

すので、皆様の調査も審議もございませんので報告とさせて頂いて

います。今回、住宅の建築を計画している中、改めて土地を調査し

転が伴う転用を行う場合に届出を行うものです。市街化区域内農地

報告事項４　農地法第５条の規定による許可申請の取下げについて

でございますが、こちらは、譲受人から取下願いが提出され、先月

たことで判明し、現況に合わせるため、農業用倉庫敷として届出を

行うものです。

報告事項３　農地法第４条の規定による許可申請の取下げについて

の転用については、許可をするのではなく、受理したことの証明を

通知します。従いまして、皆様の調査も審議もございませんので報

告とさせて頂いています。ご覧のとおり、住宅敷　１２件、店舗敷

１件、共同住宅敷　１件、建売住宅敷　１件、工場敷　２８件、駐

車場敷　１件でございました。ご確認の程、宜しくお願いします。

ールの変更は行わないことに決定いたします。

以上で、本日の議事は全て終了いたしました。続いて、事務局より

諸報告等がありますので、お聞き取り願います。

報告事項１　農地法第５条第１項第７号の規定による届出書の確認

についてでございますが、こちらは、市街化区域内農地の権利の移

特に発言もないようですので、採決に移ります。

ただいま議題となっている追加議案第１号　下限の面積の設定に

ついては、事務局の説明のとおり、変更は行わないことに、賛成

の委員は、「挙手」願います。

（挙手全員）　

挙手全員でありますので、追加議案第１号については、面積５０ア

下にすべきではないと考えております。以上の理由により、下限面

積の設定については「羽生市全域、下限面積５０アール」で変更は

行わないことを提案いたします。以上で説明を終わります。

以上で、事務局からの説明が終わりました。ただいまの説明に対し、

ご質疑、ご発言を願います。

（発言なし）



 　　　　　上記会議のてん末を記載し、その相違のないことを証するため、

　ここに署名する。

会    長

署名委員

署名委員

　以上で、本日の全日程を終了いたしました。

　これにて、閉会といたします。

令和３年 ７月 ２６日

　③　農地相談会について

　④　農地パトロールについて

議　長 （発言なし）

　②　８月の定例農業委員会の日程について

報告事項７　農地法の規定による許可一覧についてでございますが、

これは県許可のありました６月分でございます。右側の備考欄をご

覧頂きたいと思いますが、５条　１４件ございました。

　①　令和３年度農業委員会研修会の開催について

した。ご確認の程、宜しくお願いします。

譲受人の人数が１名から２名に変更することから、届出の取消を行

なったものです。なお、議案書８ページ、報告事項１　受付番号

２４４号では、２名の共有名義で届出が提出されています。

報告事項６　農地法第１８条第６項の規定による通知についてでご

ざいますが、これは農地法及び利用権設定（等促進事業）に係る合

意の解約や農地転用申請に関する解約となりますが、４件ございま

の議案第３号　受付番号２２９号で、書類不備により審議を保留に

しているものでした。

報告事項５　農地法第５条の規定による届出の取消しについてでご

ざいますが、これは、今年の５月２７日に受理した案件で、今回、


